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テーマの設定について

は、４年ぶりの実施にあた

り、今一度、身近で重要な

同和問題を取り扱いたい

との思いを込めています。

皆さんがお互いに声を掛

け合ってご参加いただけ

るとありがたいです。 

 なお、当日は、念のため、マスク着用等の感染

対策を取ってのご参加をどうぞよろしくお願いし

ます。 

 

  
 

 

 

 

 

 現在、散岐地区同和教育推進協議会では、この

数年間新型コロナウイルス感染症の影響により控

えていた小地域座談会の実施にむけて、準備を進

めています。 

今後ですが、１０月５日（木）の１９時から散

岐地区公民館で、部落長、対話者、同推協の役員

の皆さんによる事前打合せを行います。その後、

１１月末にかけて、各部落で座談会を実施するよ

う予定しています。 

今回の座談会で扱うテーマは、同和問題です。

DVD「あなたに伝えたいこと」を視聴して、皆

さんと理解を深めていきたいと考えております。 

ここで、本 DVDのあらすじを簡単にご説明さ

せていただきたいと思います。この物語の主人公

は、若い女性です。彼女は、自分の祖母や母が、

同和問題でつらい経験をして来たことを知りま

す。彼女の結婚話を中心に、恋人や友人、家族等

の関わりを通じて、インターネット上だけの情報 

だけでなく、実際に人と触れ合う中でお互いを正

しく知ることが、同和問題だけでなくあらゆる差

別をなくしていくために重要であることを、明る

い希望とともに伝えていきます。 

  

  

 

 

 

 

役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名 

会 長 野際 章人 評議員 下田 和実 評議員 竹内 祐介 評議員 岡山 毅 

副会長 中村 晃 〃 山田 和志 〃 前田 晋 〃 山田 勝好 

〃 前田 和美 〃 倉持 久男 〃 桜田 邦広 監 事 西尾 敦 

推進員 坂根 和夫 〃 大門 康裕 〃 中村 晴彦 〃 中山 豊一 

〃 前田 武志 〃 湖山 晶子 〃 前田 厚彦 幹 事 坂本 真由美 

〃 小川 孝 〃 浦田 文久 〃 大谷 太志   

  〃 徳田 輝美 〃 中山 勝廣  （２５名） 

 

◆ 令和５年度 散岐地区同和教育推進協議会役員・評議員名簿 ◆ 

散岐地区同和教育推進協議会 

会長 野際 章人 

～４年ぶりの実施に向けて～ 

小地域座談会へのご参加を 



差別の歴史から深く学ぶ 
 ◇ 人権啓発視察研修会 ◇   

 

 

 

   

 

 

 

 

人権啓発推進事業として、視察研修会を 7月

２９日（土）、兵庫県姫路市で実施しました。 

かつて、皮革をなりわいとして被差別部落の生

活を支えてきた歴史等について、ガイドの方の説

明や展示物を見ながら学習を深めました。 

参加された方々の感想を掲載します。 

 

 

●この産業の始まった頃は、ほとんど手作業だ

ったかと思われますが、付着している汚物を

取り除く等の初期の仕事も、被差別部落の方

がしておられたようにお聞きしました。差別

に耐えながらも生活していたかと思うと、申

し訳なく思います。不当な「差別」がなくな

ればと思います。 

  

●これまでに姫路が革製品で有名なことは、な

んとなく耳にしていましたが、今回の研修先

である『革の里』でお話を伺い、初めて知る

ことがたくさんありました。美しい革がなぜ

この地で盛んになったのか、その歴史を知

り、携わって来られた方々に思いを馳せるこ 

              とができまし

た。現地へ訪れ

ることで、地元

の方と触れ合う

ことの大切さを

再認識しまし

た。ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『革の里』では、なめし技術の歴史を知るこ

とができました。渡来人を初めとして多くの

人々がその技術を伝え、守り、受け継いでい

ったことに感銘を受けました。古くより姫路

で皮なめしが盛んとなった理由として、地形

や物資等の好条件がそろっていたからでしょ

うが、人々の努力があればこそと思いまし

た。 

 

●今回の研修でも貴重な体験をさせていただき

ました。なぜ、姫路の地に皮革が定着したの

か、歴史も交えて知ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 

  9月に入っても連日の暑さで、体への負荷 

 が知らず知らずのうちにかかっているのでは 

ないかと思います。 

本号が皆さんのお手元に届く頃には、少し 

でも気候が涼しく、過ごしやすくなっていれ 

ばと思います。 

皆さんが、疲れを溜めないようにくれぐれ 

 も体調管理に気を付けてください。 

 

               （T．O） 

   

視察研修の様子 

～ 新役員の紹介 ～

 

副会長 前田 和美 

 

本年度から散岐地区同和教育推進協議会副

会長を務めさせていただくことになりまし

た。 

以前は、年を経るにつれ人権問題が解消さ

れていくものと思っていましたが、実際には

多くの人権問題が次から次へと浮き彫りにな

ってきているのが現状です。しかし、見過ご

されてきた人権問題にいろいろな角度から光

が当てられ、社会全体で解消されてきている

のも現実です。これもひとえに、部落問題解

消に向けての取組みの成果であると考えてい

ます。 

一人ひとりが住みよい地域にしていくため

にも、身近なことに目を向けながら、みんな

で楽しく考えていけたらと思っています。ど

うぞ、よろしくお願いします。 

（

前田 和美） 

 

推進員 坂根 和夫 

 

今年度から同推協の推進員をすることにな

りました。 

部落差別をはじめ、さまざまな差別がいま

だにあります。最近では、「インターネットに

よる差別」や「LGBTQの方々への人権」が

よく取り上げられています。 

近年、差別の解消に向けた法律が成立・施

行されていますが、まだ人々に理解されてい

ないのではないかと思います。 

もう年だからと思いましたが、今後、若い

人たちが出てくるまで、散岐地区の一人とし

てこの問題に関わっていきたいと思います。 

具体的には、人権講演会や小地域座談会等

を通じて、人権に関する話が広がり、住民の

皆さんの人権意識が向上できるお手伝いがで

きたらと思います。 

 



 


